
～今月の花木～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☝常緑広葉樹が主体の明治神宮の森 

 

「
ふ
る
さ
と
」
と
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
検
索
す
る
と
昨
今

は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
事

ば
か
り
が
羅
列
さ
れ
ま
す

が
、
本
来
の
意
味
の
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
（
故
郷
）
や
物

事
の
発
祥
地
（
元
々
あ
っ
た
）

的
な
意
味
で
の
「
ふ
る
さ
と

の
木
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ふ
る
さ
と
の
木
と
し
て
、

大
き
く
分
け
て
二
つ
に
考
え

て
み
ま
し
た
。 

 

一
つ
は
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
か

ら
印
象
に
残
っ
て
い
る
木
、

庭
や
学
校
の
木
や
そ
の
地
方

で
よ
く
見
か
け
た
木
も
含
め

身
近
に
あ
っ
た
「
想
い
出
の

あ
る
木
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
そ
の
土
地
で

伐
採
や
植
栽
（
植
林
）
な
ど

人
間
が
自
然
に
手
を
加
え
て

い
な
い
状
態
で
、
本
来
そ
の

土
地
で
主
役
と
な
る
で
あ
ろ

う
木
、
少
し
専
門
的
な
言
葉

で
す
と
「
潜
在
自
然
植
生
の

主
木
と
な
る
木
」
が
あ
り
ま

す
。
潜
在
自
然
植
生
の
例
と

し
て
関
東
平
野
の
大
部
分
は

常
緑
広
葉
樹
林
帯
で
、
高
木

層
が
ス
ダ
ジ
イ
、
タ
ブ
ノ
キ
、

シ
ラ
カ
シ
な
ど
、
低
木
層
が

ア
オ
キ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヒ
サ
カ

キ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
な
ど
、
草

本
層
が
ヤ
ブ
ラ
ン
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
が
常
緑
植
物
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
身
近
な
雑
木
林
に

目
を
転
じ
て
み
る
と
、
ク
ヌ

ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
落
葉
樹
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
人

間
が
人
里
に
近
い
場
所
に
こ

れ
ら
の
木
か
ら
落
葉
採
取
に

よ
る
肥
料
や
燃
料
と
な
る
薪

を
採
取
す
る
た
め
に
、
定
期

的
に
伐
採
・
更
新
し
て
維
持

し
て
き
た
林
で
す
。
放
っ
て

お
け
ば
長
い
年
月
は
か
か
り

ま
す
が
、
常
緑
広
葉
樹
主
体↗ 

スギ  杉   

ヒノキ科  常緑針葉高木  分布：本州～九州 

日本の特産種で古くから利用され、日本の人工林では

最も多く植林されている。上の写真は雄花である。 

２月～４月にかけて多くの花粉を飛ばす。 

☝県木でもあるイヌマキの生垣（千葉県にて） 

☝落葉広葉樹が主体の雑木林 

（東村山市～所沢市・八国山緑地） 

ふ
る
さ
と
の
木 

 

生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
、
思
い
入
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
、

そ
こ
に
は
ど
ん
な
木
が
あ
っ
た
の
か
、
印
象
に
あ
る
木
を 

た
ま
に
は
思
い
浮
か
べ
て
み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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第 102 号 

の
林
に
な
っ
て
行
き
ま
す
。 

 

で
は
、
身
近
な
雑
木
林
の

木
は
潜
在
自
然
植
生
の
観
点

か
ら
は
「
ふ
る
さ
と
の
木
」

と
呼
べ
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
人
の
関
わ
り
に
よ

り
、
そ
の
土
地
で
利
用
さ
れ

風
景
を
築
い
て
き
た
木
も

「
ふ
る
さ
と
の
木
」
と
呼
ん

で
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
よ

く
植
え
ら
れ
て
い
る
、
親
し

み
を
も
た
れ
て
い
る
木
な
ど

も
「
ふ
る
さ
と
の
木
」
と
呼

べ
る
と
思
い
ま
す
。 

「
ふ
る
さ
と
の
木
」
と
言

わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
と

き
は
、
各
都
道
府
県
や
区
市

町
村
に
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
制

定
さ
れ
て
い
る
木
が
あ
り
ま

す
の
で
、
参
考
に
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

（
裏
面
に
都
道
府
県
の
木
を

紹
介
し
て
い
ま
す
） 

 ショッピングモールのイオンモール敷地外周部は樹林帯で覆われているところが

多い気がしますが、その構成に特徴があります。マウンド上に盛った土の上に多く

の種類の木が沢山密に植えられています。１本１本に支柱をつけた形跡はありま

せん。どうやら苗木の状態のものを沢山植えて競争させ、生き残ったものが大きく

なっているようです。植えられている樹種もその土地の潜在自然植生に近いもの

を含めており、左記の記事にある宮脇方式が反映されて、「イオン ふるさとの森

づくり」としてとして植栽されているようです。 

 商業施設に限らず施設の敷地内外に植栽をしている事例は多くみられますが、

その多くは植木畑で生産され、ある程度育った樹木を設計図面に沿って規則性を

もって植え付けいるものが多く、イオンモールのような植栽は他所では余り見かけ

ないやり方です。今後の木々の成長による変化に興味がわきます。 

密植・混植・競争させる緑化 

 その土地本来の木を植える、潜在自然植生を構成している主な樹種を混植・密

植する森づくりの方法を発案者の植物生態学者、宮脇昭氏の名前から「宮脇方

式」といわれています。植樹には、その土地本来の潜在自然植生（＝ふるさとの

木）である樹種の苗木を高木から低木まで多種類混ぜ合わせ、自然の法則に従っ

て不規則に混植・密植させ、多様性と我慢と競争をさせ、樹木本来の生命力を引

き出すやり方です。除草などの成長を手助けする管理は植樹後の３年間だけで、

その後は自然の生育や淘汰に任せることも特徴です。 

 関東地方の潜在自然植生は主に常緑広葉樹ですが、その植生が残っている場

所として社寺などの「鎮守の森」があります。明治神宮の森は大正時代に創建さ

れた人工的に作られた鎮守の森ですが、スギやヒノキなど針葉樹は少なくシイノキ

やクスノキなど常緑広葉樹が多い森で、当時の植物学者達は何を植えたら立派

に育つのか、また１００年後自然な状態になっていくのかを考え、時の為政者のス

ギを植えたい意向に対し、スギが都会に適さないことを説明し、納得させました。 

 落葉広葉樹が主体のいわゆる「雑木林」は、原生林（一次林）が伐採や火災など

によって失われた後に、自然もしくは人為的に再生した林で二次林とも呼ばれま

す。常緑広葉樹主体の林に比べると、明るい感じがします。林床にも日が届くため

カタクリやシュンランなどの草花が生育可能な林です。かつては落葉や木材から

肥料や燃料などの生活の糧を得るために人の手によって伐採・更新がされ、人の

営みの中で維持されてきましたが、現在では維持するには手間のかかる林です。 

宮脇方式・鎮守の森・雑木林 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉕滋賀県 

モミジ 

㊻鹿児島県 

カイコウズ・クスノキ 

㊼沖縄県 

ﾘｭｳｷｭｳﾏﾂ 

㊷長崎県 

ツバキ・ヒバ（ヒノキ） 

㉛鳥取県 

ﾀﾞｲｾﾝｷｬﾗﾎﾞｸ 

③岩手県 

ナンブアカマツ 

昭和４１（1966）年に県民投票などにより、各都道府県のシンボルと 

しての木が制定されました。同じ樹種のところも多くあります。 

⑦福島県 

ケヤキ 

⑧茨城県 

ウメ 

⑨栃木県 

トチノキ 

⑫千葉県 

イヌマキ 
⑬東京都 

イチョウ 

⑭神奈川県 

イチョウ 

⑰石川県 

アテ（ﾋﾉｷｱｽﾅﾛ） 
⑱福井県 

マツ 

⑲山梨県 

カエデ 

⑳長野県 

シラカバ 
㉑岐阜県 

イチイ 

㉒静岡県 

モクセイ 

①北海道 

エゾマツ 

②青森県 

ヒバ（ﾋﾉｷｱｽﾅﾛ） 

④宮城県 

ケヤキ 
⑤秋田県 

アキタスギ 
⑥山形県 

サクランボ 

⑩群馬県 

クロマツ 

⑪埼玉県 

ケヤキ 

⑮新潟県 

ユキツバキ 

㉓愛知県 

ハナノキ 

⑯富山県 

タテヤマスギ 

㉔三重県 

ジングウスギ 

㉖京都府 

キタヤマスギ 

㉗大阪府 

イチョウ 

㉘兵庫県 

クスノキ 
 

㉙奈良県 

スギ 

㉚和歌山県 

ウバメガシ 

㉜島根県 

クロマツ 

㉝岡山県 

アカマツ 
㉞広島県 

モミジ 

14 

17 

㊲香川県 

オリーブ 
㊸熊本県 

クスノキ 

3 5 

4 6 

15 

37 

42 

～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています～ 

43 

45 

46 

47 

㊱徳島県 

ヤマモモ 

㊳愛媛県 

マツ 

㊴高知県 

ヤナセスギ 

㊵福岡県 

クルメツツジ 
㊶佐賀県 

クスノキ 

㊹大分県 

ブンゴウメ 

㊺宮崎県 

フェニックス・ヤマザクラ・オビスギ 

本記事の樹木写真は全て皇居東御苑の一角にある、都道府県の木 

コーナーにて、昨年１２月に撮影しています 
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㉟山口県 

アカマツ 


